
	 こんなはずじゃなかった！	 信仰の山「七面山」  
 
日程 	 : 2018年 5月 26日〜27日 
参加者 : L菊地、SLブラウン、山田、加藤（静）、板谷、吉田、四元 
行程 	 : 26日 明淨院 10:00〜敬慎院山門 14:30	 「連打禁止」の鐘を連打。 
      	 27日 敬慎院宿坊 4:30〜日の出を拝〜七面山山頂 5:30〜神道坊 10:30 
 
「最初はグー！」、「ジャンケンポイ！」、「相子でショイ！」、「トホホホ・・・」。 
下部温泉駅のホーム。電車待ちの間に女性４名とジジイ１名が缶ビール片手に、 
他人の迷惑も顧みずジャンケンで大騒ぎ。外人二人が不思議そうに見ています。 
結果、ジジイが負けてしまい、この「山行記」を書く羽目になってしまった。 
「こんなはずじゃなかった！トホホ・・・」。「次回は阿弥陀くじで勝負だ！」。 
新宿から甲府、甲府から下部温泉まで特急を乗り継ぎ、下部温泉から登山口の 
明浄院へはタクシーを利用。「お萬の方像」を見た後、さあ！山登山開始。 
唯ひたすら 1400mを登り、宿坊へ到着。精進料理を食べた後、寝る前は勤行の時間。７名
全員が「七面大明神」の前で「南無妙法蓮華経」、「南無妙法蓮華経」と１時間ほど唱え、や

っと部屋に戻れた。寝床はロール巻きをする前の巻寿司の状態。翌朝は晴れ！富士山をバッ

クに日の出を迎え、白装束の百人余りが	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
大声で「南無妙法蓮華経」、「南無妙法蓮華経」。壮観です。霊験新たかかなぁ。 

 

七面山の登頂を終え、下山を始めるも 1400mをひたすら下るのみ。皆	 膝がガクガクとし
て、お疲れモード。温泉から出た時には回復し、電車待ちの時間に飲みながら、他人の迷惑

を全く顧みず冒頭の「ジャンケン大会」の開始です。 
また懲りもせず、甲府での「反省会」。ここでは大人しく飲みました。（四元記） 

山茶花 ２５ 
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